


「風待ち」の季節を終えた６２期生〜圧倒的な戦力を生み出す、夏の 2 大戦略〜 

３年 

進路だよりで 1 年生の時には、「戦力＝兵力数²（労働時間）×武器性能」というランチェスターの法則か
ら、弱者が強者に勝つためには「圧倒的な時間の投入」と「目標を狭めた一点集中」が不可欠であることを伝
えてきました。2 年生の時には、自ら岩に嘴（くちばし）を打ちつけ、爪を研ぐ「鷹の生き方」から、痛みを伴
う自己変革と、群れを離れて孤独に耐える覚悟を考えてきました。いよいよ、これまでの準備のすべてをぶつ
ける「受験の天王山」、3 年生の夏季休業が幕を開けます。学校というレールが外れ、24 時間のすべてを自分
でコントロールする夏季休業期間は、進学校の受験生にとって最大の勝負どころです。「3 年生になったら本気
を出す」という、環境や時期の変化をただ待つだけの「風待ち」の姿勢はもう終わりです。自らの翼で猛烈な
風を起こして、ライバルを引き離す圧倒的な戦力を生み出すために、皆さんに「攻めの 2 大戦略」を伝えま
す。 
① チェスナット・ヒルの実験：限界のストッパーを外し、圧倒的な「量」を爆発させよ 

行動面において、皆さんに今求めるのは「要領の良さ」だけではありません。ランチェスターの法則で学ん
だことの本質、すなわち「狂気的なまでの圧倒的な勉強量の確保（兵力数の最大化）」です。心理学
には「チェスナット・ヒルの実験」というものがあります。被験者に「これ以上は一歩も動けない」という極
限まで運動をさせた後、突如激しいアラームを鳴らすと、脳のストッパーが外れてさらに何十分も運動を続け
られたという実験です。つまり、人間が「もう限界だ、今日はこれだけやったから十分だ」と感じるライン
は、脳が勝手にかけた「偽物のストッパー」に過ぎず、本当の限界はずっと先にあります。ここで勘違いし
てはいけません。朝一番の冴えた時間に苦手教科へ一点集中するのは、「がんばり貯金」を作って午後にサボ
るためではありません。脳の限界ブレーキを強引に外し、1 日 12〜13 時間という膨大な総量を夜まで走り抜
くための「最高のスタートダッシュ（着火剤）」を決めるためです。朝の超集中を起点に脳を覚醒させ、自ら
が作った偽物の限界を破り、人生最大の量を爆発させましょう。 
② 逆境の免疫システム：模試の D・E 判定に牙を剥き、自らを叩き変えよ 

圧倒的な行動量を確保した先に、8 月、皆さんは全国規模の模試や過去問演習という、凄まじいプレッシャー
（逆境の水圧）に直面します。皆さんに必要なのは、「悪い結果をエネルギーに変えて、自らを強引に進化さ
せる攻めのメンタル」です。 

生物の体には、外から毒やウイルス（逆境）が侵入した際、ただ耐えるのではなく、その毒を徹底的に分析
して自らの細胞をより強力に作り変える「免疫システム」があります。逆境に直面した瞬間こそ、最も強く進
化できるチャンスです。D・E 判定は、ランチェスターの法則で言う「現時点での戦力を測る客観的なデー
タ」であって、同時に「爆発的に伸びるための、弱点の宝庫」に過ぎません。 悪い判定が出た時こそ、
心に火をつけ、「なるほど、今の自分にはここが足りないのか、だったらここを徹底的に叩き潰してやる」
と、判定に対して猛然と牙を剥きましょう。2 年生の時に伝えた「鷹の生き方」そのものです。分かったつもり
で放置していた内容や、間違いを見直さずに終わらせていた問題という「古い嘴（くちばし）」を、岩に叩き
つけて自ら折るのです。痛みを伴う猛烈な見直し（自己変革）を行い、客観データをもとに自分の弱点を一つ
ずつ確実に潰していく。その「攻めの内省」ができる人が、秋以降に圧倒的な推進力を手に入れて大空へ飛び
立ちます。 

大学進学はゴールではありません。しかし、自分で考え、圧倒的な量を努力し、自らの限界と弱点から目を
背けずに進んだ経験は、受験の合否を超えて、その先の人生を確実に支えてくれます。「鷹は群れません。最
後に試験会場で問題と向き合い、未来を掴み取るのは、自分一人です」。誰かが風を起こしてくれるのを待つ
のはやめましょう。自らの「戦力」を高めるために時間と努力の投資を惜しまず、圧倒的な熱量でこの夏を駆
け抜けましょう。 


